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令和５年度定期総会 
晴嵐学区人推協の令和５年度総会を令和５年５月２４日（水）に晴嵐コミュニティセンター（晴

嵐市民センター）での開催となり、ここ３年間はコロナ感染対策で書面票決方式にて決議していま

したが、４年振りに推進委員さんの参加をいただき開催致しました。 

令和４年度事業報告及び決算報告、令和５年度役員選出（案）、令和５年度事業計画（案）及び

予算（案）は、全員賛成により承認されました。なお、２号議案の会長・監事は議案通り承認され

ました。 

   【会長】 初田 勝廣（再任） 

   【監事】 杉本  繁 （再任）   高橋 和雄（新任） 

他の役員は、次の通りです。 

令和５年度 晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会役員名簿    （敬称略） 

役職 氏  名 所 属 等 役職 氏  名 所 属 等 

会 長 初 田 勝 廣 人権生涯学習推進員 理 事 田 矢 隆 一 晴嵐小学校長 

副会長 西 村 幸 男 人権擁護推進員 〃 平 松 靖 之 北大路中学校長 

〃 葉 月  陽 人推協賛同者（識見者） 〃 髙 田 和 子 粟津中学校長 

理 事 岡 本 紘 忠 社会福祉協議会長  樋 口 啓 子 石山高等学校長 

〃 北 村  充 民生児童委員協議会長 〃 田 中 知 久 晴嵐小学校ＰＴＡ会長 

〃 門 野 健 二 青少年育成指導者連絡協議会長 〃 大 貫 大 輔 北大路中学校ＰＴＡ会長 

〃 岩 見 しなゑ 健推会長 〃 清 水 克 士 晴嵐支所長 

〃 藤 川 長 隆 青少年育成学区民会議長 監 事 杉 本  繁 人権生涯学習推進員 

〃 赤 坂 茂 樹 防犯推進協議会長 〃 高 橋 和 雄 自治連合会副会長 

〃 目 片  清 体育協会長 会 計 井 口 敏 行 人推協賛同者（識見者） 

〃 乾 澤 正 和 身体障害者更生会支部長 事務局長 中 森 康 徳 人権擁護推進員 

〃 児 玉 友 美 晴嵐保育園長 事務局次長 熊 川 芳 彦 人推協賛同者（識見者） 

〃 下村  和美 大津あいあい保育園長 事務局員 田 中 敦 美 主任児童委員 

〃 西  享 子 つばさ保育園長 〃 竹 嶌 貞 子 人推協賛同者（識見者） 

〃 岶 尾 信 子 石山くじら保育園長 〃 久 保 佳代子 人権生涯学習推進員 

〃 平 尾 かなめ 晴嵐幼稚園長 〃 遠 藤 麻 見 生涯学習専門員 

〃 大 橋 荘 嗣 清和幼稚園長 理事＋事務局（執行部） 総数３３名 
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「人権・生涯学習推進員」、「人権擁護委員」、「人権擁護推進員」 

令和５年度 人権・生涯学習推進員（晴嵐学区）           （敬称略） 

所属自治会 委員氏名 所属自治会 委員氏名 所属自治会 委員氏名 

自治連合会会長 中倉 敏和 西 上 之 町 東  幸男 国分一丁目２区 折居 太津 

〃  副会長 原田 富夫 南 上 之 町 増尾 兆栄 国分一丁目３区 森田 正行 

〃  副会長 初田 勝廣 北 上 之 町 岩崎 崇 国分一丁目 4 区 木部 大輔 

〃  副会長 目片 優次 中 之 町 井島 早紀子 〃 北川 元気 

〃  副会長 高橋 和雄 〃 田中 敦美 国分一丁目 5 区 平野 美智子 

晴 嵐 一 丁 目 西川 治夫 下 之 町 久保 佳代子 〃 北澤 直樹 

晴 嵐 二 丁 目 （自治連未加入） 浜 町 藤原 博司 国分一丁目ソシエテ 中村 洋介 

粟 津 東 町 秋野 実 ヴィーナススクエア  大橋 純平 国分二丁目 1 区 謝花 和雄 

粟 津 西 町 今井 透 河 原 町 松井 安子 〃 浜井 裕子 

松 原 一 区 村木 弘富 元 町 目片 勇 〃 濱田 智明 

松 原 二 区 久保 晋 旭     町 目片 勇 国分二丁目 2 区 小埜 利武 

松 原 三 区 脇野 剛 〃 平林 光彦 〃 須田 稔 

松 原 四 区 （自治連未加入） 長 等 町 青木 美澄 田 辺 町 小西 弘一 

松 原 五 区 國米 實 宮 の 内 町 圓花 英樹 〃 杉本 繁 

栄 町 一 丁 目 赤田 薫 シティオ大津石山  楠田 知生 螢 谷 坂本 桂蔵 

栄 町 二 丁 目 大谷 富美夫 〃 堀江 律子 〃 麻生 悟 

〃 今井 友幸 国分一丁目１区  田村 節夫 〃 小西 弘記 

栄 町 三 丁 目 中野 隆弘 〃 加藤 秀夫 〃 鈴木 孝之 

グレーシィ石山 加藤 義明 国分一丁目２区  服部 孝 総数  ５４名 

人権・生涯学習推進員の活動内容とは、研修会や人推協活動で話し合われた内容などを地域の団体
（自治会）や住民に伝え、地域における役割や要望を人推協活動に反映させていきます。 
 

人権擁護委員（晴嵐学区） ※令和 4年 7 月 1日～新しく人権擁護委員になられました  （敬称略） 

氏  名 郵便番号 住      所 電話番号 

竹 村 伸 子 520-08 大津市唐橋町 下記問い合わせ先を参照 

人権擁護委員とは、法務大臣から委嘱され、人権侵害事件の調査処理や人権相談、人権啓発活動な
どを行っています。 
 

人権擁護推進員（晴嵐学区）                   （敬称略） 

氏  名 郵便番号 住      所 電話番号 

赤 坂 茂 樹 520-0833 大津市晴嵐一丁目 【相談や問合先】 
 

大津市政策調整部 
人権・男女共同参画課 
（077）528-2791 

中 森 康 徳 520-0831 大津市松原町 

西 村 幸 男 520-0851 大津市唐橋町 

丸 山  昇 520-0844 大津市国分二丁目 

人権擁護推進員とは、大津市長から委嘱され、人権擁護委員と協力して人権相談や啓発活動等、地
域社会に根ざした活動を行っています。 
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夏の集会 
 昨年の７月 9 日（土）に第５４回人権を考える大津市民のつどい 晴嵐学区「夏の集会」を開催

いたしました。内容は映画(DVD)上映会で“日雇い労働者の街”と呼ばれてきたこの地で、約 40年

にわたり活動を続ける大阪市西成区釜ヶ崎の「こどもの里」のドキュメント作品です。 

 当日は新型コロナ感染対策として、午

前と午後の 2回に分けて定員を毎回 50名

と定め、少人数での開催としました。 

開催に至っては検討を重ねてまいりま

したが、検温や消毒にご協力をいただき

感染予防対策の徹底を図ることで無事開

催することができました。 

参加者は 57 名でした。 

 「こどもの里」とは日雇い労働者の街で

約 40 年にわたり年齢や国籍を問わず、また

障害
しょうがい

をもった子も区別せず無料で受け入

れている施設で、施設に通っている子ども

達の心が揺れ動きを見つめながら、子どもも大人も抱えている「しんどさ」と格闘する人々の切実な姿

が描かれていました。 

 

秋の集会 
 開催は昨年の１１月１２日（土）晴嵐コミュニティセンター（晴嵐市民センター）にて開催。秋の集

会もコロナ感染対策を考え、夏と同様に映画(DVD)上映としました。内容は、以前のアンケートで希望

があった、差別運動の基本的な学びから差別の背景や差別の歴史を再認識していただくことを目的とし

ました。 

【内容】映画(DVD)上映会 「シリーズ・人権を考える」 ～考えてみよう差別の歴史～ 

 第１話 解放令と近代の差別 

 第２話 全国水平社の創立と解放運動の展開 

 第３話 戦後の部落問題とさまざまな差別 

 当日は６４名の方に参加いただき、多くの方

の意見として「部落差別のことは知っていたが、

歴史など詳しい経緯が理解できてよかった」と

の意見が一番多く、参加者から「参加して良か

った」又は「大変良かった」の評価をいただき

ました。 

 アンケートでは意見交換や、情報交換など話

し合いを望まれる声も多く、感染対策が変われ

ば検討してまいります。 

 
第 54 回人権を考える大津市民のつどい 

令和４年度 晴嵐学区「夏の集会」「秋の集会」 
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開催日：令和５年７月 8 日（土）１０:００～１２:００ 

演 題：インターネットと人権 

～ＳＮＳ・ますます進化する情報の広がり～ 
携帯電話の普及により、インターネットを通じて情報伝達や共有化が進み、便利な

反面トラブルや人権侵害が増加しています。 

知らないところで被害者や加害者になるケースもあり、今一度、インターネットを

通じての情報のあり方を考えてみる機会になればと考えて企画いたしました。 

多くの方のご参加をお待ちしています。 

講 師：松浦 広明 氏（滋賀県人権センター 主査） 

定 員：先着２００名 （どなたでも参加できます。無料） 
 

～貴方の町内や職場等で人権学習を始めませんか～ 

人権研修の出前講座をご利用ください。 

晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会は、差別やいじめ・虐待

等が無く、「安心して暮らせる街づくり」を目指し、地域や職場での

人権学習に対し、研修会の計画から講師手配までお手伝いをさせて

いただきます。 

学区内で人権尊重が根付くように活動してまいりますので、お気

軽にお申込み又はご相談いただきますようご案内申し上げます。 

（晴嵐学区内であれば参加人員を問わず、研修の申込みをいただきますと、研修内容等の事前打

ち合わせを行い、人推協又は人推協が手配した講師が指定場所に出向き、講話や話し合い、ＤＶＤ

映写等の研修を行います） 

申込先：晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会 

電話５３７－０７７３（晴嵐コミュニティセンター内） 

 

 【編集後記】 

 昨年度はコロナ過の中で多くの事業を中止しましたが、本年５月

の連休明けでコロナ感染症が第２類から第５類に引き下げられ、行

動制限も解除された今年は、多くの事業遂行に努めてまいりたいと

考えています。 

 また近々にＬＧＢＴ法案が国会で可決される見通しで、これを機

会に様々なものの見方や考え方があることが浸透していければと

思います。 

 今年から事務局スタッフも増え、頑張ってまいりますので宜しく

お願い申し上げます。 

晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会 

               電話 537－0773 FAX515－6008 

（晴嵐コミュニティセンター内） 

 

  

人権啓発シンボルマーク 

 [ 人権 ＝ 心のマーク ] 

 

第５５回人権を考える大津市民のつどい 

晴嵐学区「夏の集会」開催案内  


